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会
計
報
告
を
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。ご
確
認
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■護寺費・年会費・墓地管理費

（単位：千円）
収入の部 支出の部

護寺費・年会費として

墓地管理費として

梅窓院からの繰入金

浄土宗課金及び大本山宛志納金
法要費(仏具・法衣・線香など）
保守修繕費（建物）
保守修繕費（墓苑・境内）
人件費
事務費(郵送費・コピーなど）

117,827

29,553

158,215

305,595

3,189
18,281
27,227
158,904
92,300
5,694

305,595合　計合　計

梅
窓
院
よ
り
会
計
の
ご
報
告

自　令和  6年4月 1 日
至　令和  7年3月31 日

梅窓院からの繰入金合計：760,396
（令和2年4月1日～令和7年3月31日）

暑さ寒さも彼岸までという言葉が遠く感じられるようになりました。これを読んで
おられる時はまだ夏真っ盛りですよね。
ところで最近の結婚式などで新郎新婦の子供の時の写真やビデオが流れて会
場が「若～い！可愛い！」と盛り上がります。今はご葬儀の際にも故人様の結婚式や
家族旅行の写真などを飾られていることが増えたように感じます。以前、お檀家様
に「森さんは知らないだろうけれども私だって昔は可愛い嫁だって言われたことあ
るのよ」。その写真を見たのはその方のお通夜の時でした。「可愛いって言っている
のは本人だけですよ」などと悪態をついたのが申し訳ないくらい可愛いお写真でし
た。ご存命の時に見せていただきたかったな、とちょっと悔やんでおります。
結婚式に披露する場合は時間にゆとりがありますが準備期間の短いご葬儀の
際は皆さんどうされているのでしょう？私もちょっとアルバムなど整理しておきたく
なりました。見たい人とかいるでしょうか？ （墓苑事業部：森）

ジャパンエキスパートシステム 墓苑事業部からのお知らせ
梅窓院のお墓とペット供養の窓口

お檀家さんに伺いました

施餓鬼会法要には小さい頃から毎年訪れており、梅窓院には毎月足を
運んでいます。うちは三代目になりますが、初代が増上寺と梅窓院の間
で迷った末、梅窓院を選ばれたことが梅窓院の檀家になったご縁です。
ここはアクセスも良く、竹や桜がとても綺麗で魅力を感じています。昔は
茶室もあって、いい意味でお墓っぽくない雰囲気がありますよね。
「お願いごとは観音様が叶えてくれる」というご僧侶のお言葉がありまし
たので、お参りの度に観音様に手を合わせてお願いごとをするのが恒
例です。これからも変わらず、ご先祖様に会いに梅窓院に足を運びたい
と思います。

令和7年　施餓鬼会法要にて

行事予定

秋彼岸会法要

9月23日（火・祝）
寄席　午後1時～　祖師堂
法要　午後2時～　祖師堂
※詳しくは3面をご覧ください。

第18回文化講演会

11月30日（日）
テーマ：自分らしく輝ける未来
　　　- 仏教と見つける“わたし色„ -
講師：アーティスト／僧侶　

西村宏堂上人
※詳しくは別紙チラシをご覧ください。

十夜法要

11月15日（土）

第90回 念仏と法話の会

10月10日（金）
13時（受付開始12時30分）観音堂
法話：お寺が地域とできること
講師：秋田県横手市 九品寺住職
　　 津村侑弥上人
※詳しくは別紙チラシをご覧ください。

M･ファン・デン・フック
メモリアルコンサート

10月23日（木）

※イベントに関するお問合せ・お申し
込みは主催者様へ直接ご連絡くだ
さいますようお願いいたします。檀
信徒の方は特別料金2,500円での
ご案内となります。チケットお申し込
みの際、「梅窓院の檀信徒であるこ
と」をお伝えいただけましたら檀信
徒料金が適用されます！

※本イベントは自由席となっておりま
す。

※コンサートの詳細につきましては別
紙チラシをご覧ください。

梅窓院からのお知らせ

『毎月お参りに来ています』

6月6日（金）

「アジア発展地区支援第36回（令和7年度）
水月会贈呈式」が行われました。

凛と立ち、秋を染める彼岸花

 

今
年
も
は
や
秋
彼
岸
を
迎
え
る
頃
と
な

り
ま
し
た
。空
梅
雨
に
猛
暑
と
温
暖
化
に

よ
る
気
候
変
動
が
続
い
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
お
忘
れ
な
く
、毎
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、去
る
六
月
初
旬
、私
が
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
水
月
会
、宗
派
を
超
え
た
お
坊
さ
ん
を
中
心
と
し
た

支
援
団
体
で
す
が
、毎
年
恒
例
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。発
足
当
時
か
ら

東
南
ア
ジ
ア
で
の
学
校
建
設
や
教
育
支
援
活
動
を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
支
援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。ま
た
、今
年
は
日
本
国

内
の
身
体
的
障
害
者
、中
で
も
車
椅
子
の
方
の
外
出
を
看
護
さ
れ
る
方
々
の
支

援
も
始
め
ま
し
た
。仏
教
の
基
本
精
神
で
あ
る
自
利
利
他
を
実
践
し
て
い
る
団

体
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

翌
週
に
は
開
山
忌
を
厳
修
し
ま
し
た
。梅
窓
院
の
開
山
上
人
への
報
恩
謝
徳

法
要
で
す
が
、参
拝
者
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
か
ら
は
皆
さ
ま
へ

の
ご
案
内
を
控
え
、内
々
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

六
月
二
十
日
に
は
郡
上
お
ど
り
in
青
山
法
要
を
厳
修
し
、式
中
に
梅
窓
院
の

開
基
で
あ
る
青
山
家
の
次
期
当
主
を
指
名
す
る
儀
式
が
行
わ
れ
、奉
告
文
を
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。次
期
当
主
の
青
山
幸
紀
公
は
青
山
幸
喜
公
の
弟
に
当
た
る
方

で
、郡
上
八
幡
に
在
住
さ
れ
て
い
ま
す
。当
主
継
承
に
つ
い
て
は『
青
山
』の
特
集

ペー
ジ
で
詳
し
く
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

チ
ラ
シ
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、十
月
二
十
三
日（
木
）に
、M・

フ
ァ
ン・デ
ン・フ
ッ
ク
さ
ん
の
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
梅
窓
院
祖
師
堂
で
開

催
い
た
し
ま
す
。メ
モ
リ
ア
ル
と
付
き
ま
す
よ
う
に
フ
ッ
ク
さ
ん
は
、三
年
前
、コ

ロ
ナ
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
梅
窓
院
で
毎
年
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ

れ
て
お
り
、そ
の
力
強
い
ピ
アノ
演
奏
に
魅
了
さ
れ
た
檀
信
徒
さ
ん
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
の
フ
ッ
ク
さ
ん
の
追
悼
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

檀
信
徒
料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
八
面
と
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ

き
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、墓
苑
参
道
の
舗
装
工
事
の
目
処
が
よ
う
や
く
立
ち
ま

し
た
。来
年
、令
和
八
年
の
春
ま
で
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。長
い
間
ご
不
便

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、今
し
ば
ら
く
ご
辛
抱
く
だ
さ
い
。

   

梅
窓
院
第
二
十
五
世
　中
島 

真
成

住
職
挨
拶
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秋
彼
岸
法
要

九
月
二
十
三
日（
火・祝
）

お檀家様へお願い

●お彼岸前後の土・日・祝日はお参りに
来られる方の車で境内が大変混み合
います。ご来寺の際は電車等、公共交
通機関をご利用ください。
●9月20日～26日まで、境内駐車スペー
スは、お体のご不自由な方、車椅子をお
使いの方の車を優先とさせていただき
ます。ご協力お願いいたします。
●会場内の空調は微調整が難しいため、
ご自身で温度調整できる服装でご来寺
ください。

塔婆申込み方法

塔婆回向料…1本／7,000円
●お申込み方法
同封のハガキにご記入の上、9月15日（月・祝）
必着でお申込みください。
●お支払い方法
同封の払込取扱票で郵便局にてお支払いいた
だくか、受付までお持ちください。
銀行・コンビニでのお支払いはできません。
また、払 込 取 扱 票に記 載の口座 番 号
00130-4-93033はお支払い金額ではござ
いませんので、ご注意ください。
●お塔婆のお渡し
秋彼岸会法要終了後にお渡しいたします。ご欠
席の場合は後日、僧侶にて建てさせていただき
ます。
ご不明な点は梅窓院受付までお問い合わせく
ださい。

梅窓院僧侶がご供養をいたします。ぜひご参列ください。
開始時間：正午～　2階本堂
主催：株式会社ジャパンエキスパートシステム

令和7年度
秋のペット慰霊法要の
お知らせ

彼
岸
寄
席

午
後
一
時
〜 

地
下
二
階 

祖
師
堂

秋
彼
岸
会
法
要

午
後
二
時
〜 

地
下
二
階 

祖
師
堂

※
場
所
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

1 9 6 2年荒川区生まれ。
1981年三遊亭圓歌師匠に
入門。1993年女性初の真打
ち昇進（女流枠）。2000年女
流枠が撤廃され、男性と同様
の真打ち扱い。寄席・落語の
会から、講演会・司会業、コラ
ム執筆など活動の場は幅広
い。2010年6月～2024年6
月まで落語協会理事・演芸家
連合常任理事を務めた。
前座：翁家日和

お
彼
岸
は
、他
の
仏
教
国
で
は
見
ら
れ
な
い
日
本

独
自
の
行
事
で
す
。

日
本
は
農
作
が
盛
ん
で
古
来
よ
り
太
陽
信
仰（
＝

毎
年
、春
・
秋
の
彼
岸
中
日
に
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り

真
西
に
沈
む
様
子
を
拝
み
、太
陽
や
自
然
の
恵
み
に

感
謝
す
る
信
仰
）が
定
着
し
て
お
り
、こ
れ
を「
日
願

（
ひ
が
ん
）」と
も
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
日
本
仏
教
で
は「
此
岸（
し
が
ん
）」と「
彼
岸

（
ひ
が
ん
）」と
い
う
概
念
が
あ
り
、此
岸
は
欲
や
煩
悩

に
ま
み
れ
た
世
界（
娑
婆
世
界
、こ
の
世
）、彼
岸
は
仏

の
住
む
浄
土
の
世
界（
悟
り
の
世
界
、あ
の
世
）、そ
し

て
此
岸
と
彼
岸
の
間
に
流
れ
る
川
の
こ
と
を「
三
途

の
川（
さ
ん
ず
の
か
わ
）」と
呼
び
、彼
岸
期
間
は
此
岸

と
彼
岸
の
距
離
が
最
も
近
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の「
日
願
」と「
彼
岸
」と
い
う
概
念
が
結
び
つ
い

た
こ
と
で「
お
彼
岸
」が
誕
生
し
た
の
で
す
。

真
西
に
沈
む
太
陽
に
祈
り
を
捧
げ
、煩
悩
を
払
い
、

こ
の
日
に
夕
日
を
拝
む
の
は
西
に
あ
る
浄
土
、つ
ま

り
阿
弥
陀
様
の
い
ら
っ
し
ゃ
る「
西
方
極
楽
浄
土
」に

向
か
っ
て
拝
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

元
「々
彼
岸
」と
い
う
言
葉
の
語
源
は
古
代
イ
ン

ド
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の「
p
a
r
a
m
i
t
a

（
パ
ー
ラ
ミ
タ
）」か
ら
き
て
お
り
、日
本
で
は
音
写
語

で「
波
羅
蜜
多（
は
ら
み
た
）」と
表
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
漢
訳
は「
至
彼
岸（
と
う
ひ
が
ん
）＝
彼
岸
に
至

る
」に
な
る
こ
と
か
ら
、「
彼
岸
」は「
悟
り
の
世
界（
西

方
極
楽
浄
土
）へ
と
辿
り
着
く
」と
い
う
意
味
に
な
り

ま
す
。

秋
彼
岸
に
は
ど
う
ぞ
、今
は
亡
き
大
切
な
人
を
偲

ん
で
沈
む
夕
日
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、お
浄

土
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

き
っ
と
良
い
ご
供
養
に
な
る
で
し
ょ
う
。

合
掌

（
法
務
部
　
菅
原
麻
耶
）

（
法
務
部
　
菅
原
麻
耶
）

ご
法
要
の
受
付
は
一
階
観
音
堂
に
て
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

祖
師
堂
入
口
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令和6年の秋彼岸の様子

秋
彼
岸
会
に
よ
せ
て

秋
彼
岸
会
に
よ
せ
て

三遊亭歌る多 師匠プロフィール
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法
話

新
宿
区

　香
蓮
寺
住
職 

　勝
崎 

裕
彦

秋
念
仏
の
ひ
と
時

仏
教
歳
時
風
物
詩（
70
）

5
・
6
・
7
月
の

行
事
報
告

施餓鬼会法要
5月17日（土）

涼
の
さ
わ
や
か
さ
の
初
秋
か
ら
、

落
葉
し
き
り
に
肌
寒
い
晩
秋
ま

で
、
日
本
列
島
の
秋
は
暑
く
も
な
く
、
寒

く
も
な
く
、
し
の
ぎ
や
す
い
温
暖
な
時
候

で
あ
る
。
実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
、
そ
し

て
行
楽
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

な
ど
な
ど
、
高
秋
・
白
秋
・
金
秋
の
好
季
は
、

私
た
ち
の
一
年
の
生
活
に
大
い
な
る
潤
い
と

和
み
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
秋
は
ま
た
、
物
事
の
盛
り
が
過

ぎ
て
、
な
に
か
し
ら
も
の
さ
び
し
く
、
う
ら

が
な
し
い
感
傷
の
秋
、
憂
愁
の
秋
で
あ
り
、

ま
た
人
生
の
秋
を
感
じ
る
時
で
も
あ
る
。

秋
思
秋
懐
―
―
、
秋
へ
の
も
の
思
い
は
ま
こ

と
に
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
に
私
の
ご

と
き
は
、
と
も
す
れ
ば
老
い
の
悩
み
に
愚

痴
を
こ
ぼ
し
、
小
人
の
愚
想
に
ふ
け
り
、

あ
た
ら
無
闇
に
無
駄
な
時
間
を
過
ご
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
中
唐
の
詩

人
張
籍
の
こ
ん
な
「
詠
懐
」
詩
に
た
わ
い
な

く
同
調
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

老
去
多
悲
事
　
老
い
去
っ
て
悲
事
多
し
　

非
唯
見
二
毛
　
唯
だ
二
毛
を
見
る
の
み
に

非
ず

眼
昏
書
字
大
　
眼
昏
く
し
て
書
字
大
き
く

耳
重
語
声
高
　
耳
重
く
し
て
語
声
高
し

（
年
を
と
る
と
悲
し
い
こ
と
が
多
い
、
白
髪

に
な
る
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
、
目
は
衰
え

書
く
字
は
大
き
く
、
耳
は
遠
く
な
り
話
す

声
も
か
ん
高
い
）

　―
―
と
は
言
え
、
そ
ん
な
悲
観
的
な
、

消
極
的
な
思
い
を
振
り
切
っ
て
、
い
よ
い
よ

天
高
く
、
空
気
の
ま
す
ま
す
澄
み
切
っ
た

爽
秋
・
清
秋
に
対
し
て
心
身
を
正
し
て
、

こ
こ
で
は
秋
の
秀
句
を
二
、
三
鑑
賞
し
な
が

ら
、み
ず
か
ら
の
歩
む
べ
き
一
歩
一
歩
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
て
行
き
た
い
。

秋
空
や
高
き
は
深
き
水
の
色

 （東
洋
城
）

見
つつ
消
ゆ
雲
あ
り
秋
の
雲
の
中

 （爽
雨
）

　秋
天
秋
雲
を
は
る
か
に
遠
く
仰
ぎ
見
て
、

松
根
東
洋
城
は「
深
き
水
の
色
」と
詠
ん
で
、

皆
吉
爽
雨
は
「
秋
の
雲
の
中
」
と
詠
ん
で
、

そ
れ
ぞ
れ
下
五
・
座
五
を
お
だ
や
か
に
落

ち
着
か
せ
た
と
こ
ろ
に
、
両
大
家
の
手
腕

が
あ
る
。

秋
の
雲
大
仏
の
上
に
結
び
解
け

 （
虚
子
）

国
宝
の
塔
秋
天
へ
翼
張
る

 
（
昭
児
）

　次
は
秋
天
秋
雲
を
め
ぐ
る
仏
教
句
。
高

浜
虚
子
は
鎌
倉
大
仏
の
お
お
ら
か
な
お
姿

を
大
空
を
行
く
秋
の
雲
の
さ
ま
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
、「
結
び
解
け
」
と
い
う
下
五
の

表
現
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。
岡
本
昭
児

は
奈
良
飛
鳥
の
宝
塔
の
最
上
層
の
屋
根
構

え
が
天
空
へ
向
け
て
「
翼
張
る
」
と
詠
ん
だ
。

や
は
り
座
五
が
効
い
て
い
る
。

秋
の
日
の
つ
か
れ
は
老
い
に
狎
る
る
と
き

 

（
夜
叉
）

天
高
く
人
生
な
ん
と
恥
多
き

 （
真
砂
女
）

　橋
本
夜
叉
は
「
雲
母
」
の
同
人
で
、
東

京
商
大
を
卒
業
し
て
商
社
の
役
員
を
長
く

勤
め
た
人
。
鈴
木
真
砂
女
は
久
保
田
万
太

郎
、
安
住
敦
に
師
事
し
て
波
乱
の
生
涯
を

送
り
、
す
ぐ
れ
た
恋
の
句
を
多
く
作
っ
た

人
。
こ
の
両
句
は
、
老
境
真
っ
只
中
の
私
に

と
って
共
感
こ
の
上
な
い
も
の
で
あ
る
。

入
り
日
拝
む
秋
念
仏
の
唱
和
か
な

 
（
裕
彦
）

　秋
の
お
彼
岸
を
迎
え
る
と
い
よ
い
よ
秋
本

番
で
あ
る
。
秋
気
澄
み
渡
っ
て
次
第
に
深

ま
り
行
く
秋
へ
向
け
て
、
秋
念
仏
の
高
声

唱
和
に
よ
っ
て
、
あ
か
る
く
な
か
よ
く
前
向

き
な
歩
み
を
継
続
し
て
行
き
た
い
。
こ
ろ
ん

だ
り
、
く
じ
け
た
り
、
う
ろ
た
え
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
声
掛
け
合
っ
て
、
気
を
つ
け

合
い
、
し
っ
か
り
と
と
も
ど
も
に
こ
の
秋
を

元
気
に
歩
み
合
っ
て
行
き
た
い
。

新

盂
蘭
盆
会
法
要

7
月
13
日（
日
）

郡
上
お
ど
り
in

　
　 

青
山
法
要

6
月
20
日（
金
）

開
山
忌
法
要

6
月
14
日（
土
）

（
大
正
大
学
名
誉
教
授
）

第
89
回
念
仏
と

　
　  

法
話
の
会

6
月
5
日（
木
）

せ
き

ち
ょ
う

な
ご

う
る
おし

ら
が

め
く
ら

む
や
み

な



梅窓院通信 No.1383

秋
彼
岸
法
要

九
月
二
十
三
日（
火・祝
）

お檀家様へお願い

●お彼岸前後の土・日・祝日はお参りに
来られる方の車で境内が大変混み合
います。ご来寺の際は電車等、公共交
通機関をご利用ください。
●9月20日～26日まで、境内駐車スペー
スは、お体のご不自由な方、車椅子をお
使いの方の車を優先とさせていただき
ます。ご協力お願いいたします。
●会場内の空調は微調整が難しいため、
ご自身で温度調整できる服装でご来寺
ください。

塔婆申込み方法

塔婆回向料…1本／7,000円
●お申込み方法
同封のハガキにご記入の上、9月15日（月・祝）
必着でお申込みください。
●お支払い方法
同封の払込取扱票で郵便局にてお支払いいた
だくか、受付までお持ちください。
銀行・コンビニでのお支払いはできません。
また、払 込 取 扱 票に記 載の口座 番 号
00130-4-93033はお支払い金額ではござ
いませんので、ご注意ください。
●お塔婆のお渡し
秋彼岸会法要終了後にお渡しいたします。ご欠
席の場合は後日、僧侶にて建てさせていただき
ます。
ご不明な点は梅窓院受付までお問い合わせく
ださい。

梅窓院僧侶がご供養をいたします。ぜひご参列ください。
開始時間：正午～　2階本堂
主催：株式会社ジャパンエキスパートシステム

令和7年度
秋のペット慰霊法要の
お知らせ

彼
岸
寄
席

午
後
一
時
〜 

地
下
二
階 

祖
師
堂

秋
彼
岸
会
法
要

午
後
二
時
〜 

地
下
二
階 

祖
師
堂

※
場
所
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

1 9 6 2年荒川区生まれ。
1981年三遊亭圓歌師匠に
入門。1993年女性初の真打
ち昇進（女流枠）。2000年女
流枠が撤廃され、男性と同様
の真打ち扱い。寄席・落語の
会から、講演会・司会業、コラ
ム執筆など活動の場は幅広
い。2010年6月～2024年6
月まで落語協会理事・演芸家
連合常任理事を務めた。
前座：翁家日和

お
彼
岸
は
、他
の
仏
教
国
で
は
見
ら
れ
な
い
日
本

独
自
の
行
事
で
す
。

日
本
は
農
作
が
盛
ん
で
古
来
よ
り
太
陽
信
仰（
＝

毎
年
、春
・
秋
の
彼
岸
中
日
に
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り

真
西
に
沈
む
様
子
を
拝
み
、太
陽
や
自
然
の
恵
み
に

感
謝
す
る
信
仰
）が
定
着
し
て
お
り
、こ
れ
を「
日
願

（
ひ
が
ん
）」と
も
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
日
本
仏
教
で
は「
此
岸（
し
が
ん
）」と「
彼
岸

（
ひ
が
ん
）」と
い
う
概
念
が
あ
り
、此
岸
は
欲
や
煩
悩

に
ま
み
れ
た
世
界（
娑
婆
世
界
、こ
の
世
）、彼
岸
は
仏

の
住
む
浄
土
の
世
界（
悟
り
の
世
界
、あ
の
世
）、そ
し

て
此
岸
と
彼
岸
の
間
に
流
れ
る
川
の
こ
と
を「
三
途

の
川（
さ
ん
ず
の
か
わ
）」と
呼
び
、彼
岸
期
間
は
此
岸

と
彼
岸
の
距
離
が
最
も
近
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の「
日
願
」と「
彼
岸
」と
い
う
概
念
が
結
び
つ
い

た
こ
と
で「
お
彼
岸
」が
誕
生
し
た
の
で
す
。

真
西
に
沈
む
太
陽
に
祈
り
を
捧
げ
、煩
悩
を
払
い
、

こ
の
日
に
夕
日
を
拝
む
の
は
西
に
あ
る
浄
土
、つ
ま

り
阿
弥
陀
様
の
い
ら
っ
し
ゃ
る「
西
方
極
楽
浄
土
」に

向
か
っ
て
拝
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

元
「々
彼
岸
」と
い
う
言
葉
の
語
源
は
古
代
イ
ン

ド
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の「
p
a
r
a
m
i
t
a

（
パ
ー
ラ
ミ
タ
）」か
ら
き
て
お
り
、日
本
で
は
音
写
語

で「
波
羅
蜜
多（
は
ら
み
た
）」と
表
記
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
漢
訳
は「
至
彼
岸（
と
う
ひ
が
ん
）＝
彼
岸
に
至

る
」に
な
る
こ
と
か
ら
、「
彼
岸
」は「
悟
り
の
世
界（
西

方
極
楽
浄
土
）へ
と
辿
り
着
く
」と
い
う
意
味
に
な
り

ま
す
。

秋
彼
岸
に
は
ど
う
ぞ
、今
は
亡
き
大
切
な
人
を
偲

ん
で
沈
む
夕
日
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、お
浄

土
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

き
っ
と
良
い
ご
供
養
に
な
る
で
し
ょ
う
。

合
掌

（
法
務
部
　
菅
原
麻
耶
）

（
法
務
部
　
菅
原
麻
耶
）

ご
法
要
の
受
付
は
一
階
観
音
堂
に
て
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

祖
師
堂
入
口
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令和6年の秋彼岸の様子

秋
彼
岸
会
に
よ
せ
て

秋
彼
岸
会
に
よ
せ
て

三遊亭歌る多 師匠プロフィール

梅窓院通信 No.138 2

法
話

新
宿
区

　香
蓮
寺
住
職 

　勝
崎 

裕
彦

秋
念
仏
の
ひ
と
時

仏
教
歳
時
風
物
詩（
70
）

5
・
6
・
7
月
の

行
事
報
告

施餓鬼会法要
5月17日（土）

涼
の
さ
わ
や
か
さ
の
初
秋
か
ら
、

落
葉
し
き
り
に
肌
寒
い
晩
秋
ま

で
、
日
本
列
島
の
秋
は
暑
く
も
な
く
、
寒

く
も
な
く
、
し
の
ぎ
や
す
い
温
暖
な
時
候

で
あ
る
。
実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
、
そ
し

て
行
楽
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

な
ど
な
ど
、
高
秋
・
白
秋
・
金
秋
の
好
季
は
、

私
た
ち
の
一
年
の
生
活
に
大
い
な
る
潤
い
と

和
み
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
秋
は
ま
た
、
物
事
の
盛
り
が
過

ぎ
て
、
な
に
か
し
ら
も
の
さ
び
し
く
、
う
ら

が
な
し
い
感
傷
の
秋
、
憂
愁
の
秋
で
あ
り
、

ま
た
人
生
の
秋
を
感
じ
る
時
で
も
あ
る
。

秋
思
秋
懐
―
―
、
秋
へ
の
も
の
思
い
は
ま
こ

と
に
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
に
私
の
ご

と
き
は
、
と
も
す
れ
ば
老
い
の
悩
み
に
愚

痴
を
こ
ぼ
し
、
小
人
の
愚
想
に
ふ
け
り
、

あ
た
ら
無
闇
に
無
駄
な
時
間
を
過
ご
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
中
唐
の
詩

人
張
籍
の
こ
ん
な
「
詠
懐
」
詩
に
た
わ
い
な

く
同
調
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

老
去
多
悲
事
　
老
い
去
っ
て
悲
事
多
し
　

非
唯
見
二
毛
　
唯
だ
二
毛
を
見
る
の
み
に

非
ず

眼
昏
書
字
大
　
眼
昏
く
し
て
書
字
大
き
く

耳
重
語
声
高
　
耳
重
く
し
て
語
声
高
し

（
年
を
と
る
と
悲
し
い
こ
と
が
多
い
、
白
髪

に
な
る
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
、
目
は
衰
え

書
く
字
は
大
き
く
、
耳
は
遠
く
な
り
話
す

声
も
か
ん
高
い
）

　―
―
と
は
言
え
、
そ
ん
な
悲
観
的
な
、

消
極
的
な
思
い
を
振
り
切
っ
て
、
い
よ
い
よ

天
高
く
、
空
気
の
ま
す
ま
す
澄
み
切
っ
た

爽
秋
・
清
秋
に
対
し
て
心
身
を
正
し
て
、

こ
こ
で
は
秋
の
秀
句
を
二
、
三
鑑
賞
し
な
が

ら
、み
ず
か
ら
の
歩
む
べ
き
一
歩
一
歩
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
て
行
き
た
い
。

秋
空
や
高
き
は
深
き
水
の
色

 （東
洋
城
）

見
つつ
消
ゆ
雲
あ
り
秋
の
雲
の
中

 （爽
雨
）

　秋
天
秋
雲
を
は
る
か
に
遠
く
仰
ぎ
見
て
、

松
根
東
洋
城
は「
深
き
水
の
色
」と
詠
ん
で
、

皆
吉
爽
雨
は
「
秋
の
雲
の
中
」
と
詠
ん
で
、

そ
れ
ぞ
れ
下
五
・
座
五
を
お
だ
や
か
に
落

ち
着
か
せ
た
と
こ
ろ
に
、
両
大
家
の
手
腕

が
あ
る
。

秋
の
雲
大
仏
の
上
に
結
び
解
け

 （
虚
子
）

国
宝
の
塔
秋
天
へ
翼
張
る

 
（
昭
児
）

　次
は
秋
天
秋
雲
を
め
ぐ
る
仏
教
句
。
高

浜
虚
子
は
鎌
倉
大
仏
の
お
お
ら
か
な
お
姿

を
大
空
を
行
く
秋
の
雲
の
さ
ま
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
、「
結
び
解
け
」
と
い
う
下
五
の

表
現
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。
岡
本
昭
児

は
奈
良
飛
鳥
の
宝
塔
の
最
上
層
の
屋
根
構

え
が
天
空
へ
向
け
て
「
翼
張
る
」
と
詠
ん
だ
。

や
は
り
座
五
が
効
い
て
い
る
。

秋
の
日
の
つ
か
れ
は
老
い
に
狎
る
る
と
き

 

（
夜
叉
）

天
高
く
人
生
な
ん
と
恥
多
き

 （
真
砂
女
）

　橋
本
夜
叉
は
「
雲
母
」
の
同
人
で
、
東

京
商
大
を
卒
業
し
て
商
社
の
役
員
を
長
く

勤
め
た
人
。
鈴
木
真
砂
女
は
久
保
田
万
太

郎
、
安
住
敦
に
師
事
し
て
波
乱
の
生
涯
を

送
り
、
す
ぐ
れ
た
恋
の
句
を
多
く
作
っ
た

人
。
こ
の
両
句
は
、
老
境
真
っ
只
中
の
私
に

と
って
共
感
こ
の
上
な
い
も
の
で
あ
る
。

入
り
日
拝
む
秋
念
仏
の
唱
和
か
な

 
（
裕
彦
）

　秋
の
お
彼
岸
を
迎
え
る
と
い
よ
い
よ
秋
本

番
で
あ
る
。
秋
気
澄
み
渡
っ
て
次
第
に
深

ま
り
行
く
秋
へ
向
け
て
、
秋
念
仏
の
高
声

唱
和
に
よ
っ
て
、
あ
か
る
く
な
か
よ
く
前
向

き
な
歩
み
を
継
続
し
て
行
き
た
い
。
こ
ろ
ん

だ
り
、
く
じ
け
た
り
、
う
ろ
た
え
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
声
掛
け
合
っ
て
、
気
を
つ
け

合
い
、
し
っ
か
り
と
と
も
ど
も
に
こ
の
秋
を

元
気
に
歩
み
合
っ
て
行
き
た
い
。

新

盂
蘭
盆
会
法
要

7
月
13
日（
日
）

郡
上
お
ど
り
in

　
　 

青
山
法
要

6
月
20
日（
金
）

開
山
忌
法
要

6
月
14
日（
土
）

（
大
正
大
学
名
誉
教
授
）

第
89
回
念
仏
と
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話
の
会

6
月
5
日（
木
）

せ
き

ち
ょ
う

な
ご

う
る
おし

ら
が

め
く
ら

む
や
み

な



1937年

1970年

1986年

1993年

1999年

鹿児島県生まれ

柳沢成人病研究所に勤務、薬膳研究

訪中し本場で薬膳研究

日本の薬膳、伝統的食文化研究

「社会文化功労賞」授与

武 鈴子

現在、「東京薬膳研究所」代表、日中医薬研究
会会員、各種講演会等の講師、コンサルタント
を務める。
近著 『野菜の力をいかす和食薬膳レシピ』、

『からだに効く和の薬膳便利帳』

第4位 黒豆 登場回数　８回

第5位 よもぎ 登場回数　７回

第6位 生姜 登場回数　６回

第6位 菊花 登場回数　６回

第6位 栗 登場回数　６回

第9位 ねぎ 登場回数　５回

第9位 納豆 登場回数　５回

食材ベスト１０

梅
登場回数

１３回

ごま
登場回数

１０回

小豆
登場回数

９回

99回の連載の中で、多く登場した食材を調べてみました。皆さんのお好きな食べ物はどのくらいありますか。

連
載

百
回
記
念

食
命
な
り

は

鈴
子

武

の

　
二
〇
〇
一
年 

新
年
号
か
ら
連
載

が
始
ま
っ
た「
食
は
命
な
り
」。

薬
膳
研
究
家
の
武
鈴
子
先
生
が『
青

山
』が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
季

節
な
ら
で
は
の
お
勧
め
の
食
材
を
選

び
、
時
に
は
レ
シ
ピ
ま
で
紹
介
さ
れ

る
コ
ラ
ム
と
し
て
好
評
を
博
し
て
き

ま
し
た
。

　こ
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
が
今
号
で
連

載
百
回
目
を
迎
え
、幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、今
回
は

今
ま
で
に
登
場
し
た
食
材
の
ベ
ス
ト

テ
ン
を
は
じ
め
、武
先
生
と
梅
窓
院

と
の
ご
縁
な
ど
を
振
り
返
り
ま
す
。

　「
食
は
命
な
り
」は
二
十
四
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
、皆
さ
ま
へ
お
届
け
し

て
き
た
コ
ラ
ム
で
す
。

　
普
段
、何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
材

に
注
目
さ
れ
、そ
れ
を
五
味
五
性
と
い

う
特
性
に
分
類
し
て
、わ
か
り
や
す

く
、身
近
な
も
の
と
し
て
武
先
生
が
紹

介
し
て
く
れ
た「
食
は
命
な
り
」。私

た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
無
い
健
康

を
考
え
る
記
事
と
し
て
、毎
号
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
読
者
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
九
十
九
回
の
連
載
に
出
て
き

た
食
材
を
数
え
て
み
る
と
、全
部
で
約

百
十
種
類
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
す
べ

て
の
食
材
が
一
つ
ひ
と
つ
個
性
を
持
っ

て
、私
た
ち
の
身
体
の
機
能
回
復
、病

気
予
防
、そ
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
く

れ
る
大
事
な
命
の
も
と
で
す
。

　
さ
て
、そ
の
中
で
最
も
登
場
し
た
の

が
、梅
で
し
た
。梅
は
酸
味
を
代
表

し
、「
梅
は
三
毒
を
絶
つ
」と
言
わ
れ
、

日
本
の
食
卓
に
は
常
備
さ
れ
て
い
た
体

の
守
り
神
で
す
。梅
干
し
入
り
の
お
に

ぎ
り
、日
の
丸
弁
当
が
疲
労
回
復
、肥

満
防
止
、糖
尿
病
予
防
と
、ま
さ
に
日

本
人
の
健
康
を
支
え
て
き
て
く
れ
た

の
で
す
。

　
と
は
い
え
、日
の
丸
弁
当
は
す
で
に

遠
い
過
去
の
も
の
。今
の
お
弁
当
に
は

お
肉
料
理
を
中
心
に
し
た
も
の
が
多

く
な
り
、ま
た
、朝
食
は
パ
ン
、と
い
う

お
家
が
ど
れ
だ
け
増
え
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
武
先
生
は
昭
和
十
二
年
鹿
児
島
生

ま
れ
で
す
か
ら
、戦
前
戦
後
の
食
糧
不

足
の
時
代
も
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、日
本
人
の
食
の
変
化
を
目
の
当
た

り
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
大
き
な
出
来
事
が
、平
成

二
十
五
年
の
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
財
へ
の
登
録
で
し
た
。そ
れ
ま
で

の
東
洋
医
学
的
な
見
地
に
、和
食
と
い

う
伝
統
的
な
食
事
、四
季
折
々
な
ら
で

は
の
食
材
、地
産
地
消
と
い
う
地
域
な

ら
で
は
の
伝
統
食
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
で
、『
和
食
薬
膳
の
す
す
め
』と
い
う

著
書
の
あ
る
武
先
生
に
は
ま
さ
に
力

強
い
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

梅
窓
院
で
も
、

　
薬
膳
で
健
康
に

―
―
 

体
が
喜
ぶ
食
べ
物
、食
べ
方 ―

―

と
題
し
て
、平
成
二
十
七
年
の
秋
の
梅

窓
院
文
化
講
演
会
で
、武
先
生
に
ご

講
師
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

こ
で
は「
二
味
の
原
則
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
賢
い
食
べ
方
を
紹
介
さ
れ
、ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、『
青
山
』の
特

集
に
も
ご
登
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
食
に
つ
い

て
多
角
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
武
先

生
に
、誌
面
か
ら
で
す
が
、編
集
部
一

同
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

長
き
に
わ
た
り
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

第1位

第2位

第3位

食
養
研
究
家

武 

鈴
子

最
終
回

第
一
〇
〇
回

連
載
を
終
え
る
に
あ
た
り

武 

鈴
子

私
は
今
年
八
十
四
歳
を
迎
え
ま
し
た
。一
九
七
五

年
前
後
か
ら
薬
膳
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
約
半
世

紀
。そ
し
て
こ
の『
青
山
』で
の
連
載
が
二
〇
〇
一
年

か
ら
で
す
の
で
、約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
原
稿
を
書

か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
こ
う
し
て
長
期
に
わ
た
り
、薬
膳
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、連
載
当
初
は
今
の
よ
う
に
メ
ー
ル

で
の
原
稿
の
や
り
取
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

編
集
担
当
の
女
性
が
私
の「
原
稿
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
電
話
連
絡
を
、当
時
は
目
黒
に
あ
っ
た
私
の

研
究
所
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
。わ
ざ
わ

ざ
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
も
て
な
し
に
お
茶
を
お
出

し
し
た
の
で
す
が
、普
通
の
お
茶
で
は
な
く
、毎
回
薬

膳
の
お
茶
を
出
し
ま
し
た
。普
段
飲
ん
だ
こ
と
の
な

い
、香
や
味
に
、「
こ
れ
何
の
お
茶
で
す
か
」の
質
問
か

ら
、毎
回
薬
膳
の
話
に
花
が
咲
い
た
も
の
で
す
。

今
で
こ
そ
薬
膳
と
い
う
言
葉
は
市
民
権
を
得
て
い

ま
す
が
、ま
だ
、中
国
の
漢
方
薬
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

かっ
た
頃
で
す
の
で
、私
も
若
い
女
性
に
、い
か
に
口
に

す
る
も
の
が
大
切
か
、ど
う
い
う
食
べ
方
を
す
る
の
が

良
い
の
か
を
少
し
で
も
伝
え
た
かっ
た
の
だ
、と
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

こ
れ
は
、『
青
山
』が
百
号
を
迎
え
た
時
の
私
の
お

祝
い
の
こ
と
ば
で
す
が
、「
食
物
は
生
き
る
た
め
に
不

可
欠
な
も
の
で
す
。そ
の
う
え
何
を
食
べ
る
か
に
よっ

て
人
間
の
体
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。仏
教
用
語

に〝
身
土
不
二
〞と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。す
な
わ

ち
人
間
が
生
ま
れ
育
っ
た
風
土
と
調
和
す
る
こ
と
が

もっ
と
も
理
に
叶
っ
た
生
き
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
」私

は
社
会
に
出
て
食
の
仕
事
に
つ
き
ま
し
た
。そ

し
て
、普
段
私
た
ち
が
口
に
す
る
水
の
大
切
さ
を
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
、今
日
の
自
分
が
あ
る
と
思
って
い

ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、食
べ
物
が
体
を
作
り

ま
す
。も
ち
ろ
ん
、口
に
合
う
、合
わ
な
い
は
仕
方
の

な
い
こ
と
で
、無
理
に
食
べ
た
く
な
い
も
の
を
口
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、た
く
さ
ん
あ
る

食
材
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
、美
味
し
く
食
べ
な

が
ら
、し
か
も
命
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。そ
ん
な
日

常
の
食
を
追
い
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
想
い
が
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
伝
わ
って

い
た
ら
幸
い
こ
の
上
な
い
こ
と
で
す
。

五味五性と調和

プロフィール

先生

5 4梅窓院通信 No.138梅窓院通信 No.138



1937年

1970年

1986年

1993年

1999年

鹿児島県生まれ

柳沢成人病研究所に勤務、薬膳研究

訪中し本場で薬膳研究

日本の薬膳、伝統的食文化研究

「社会文化功労賞」授与

武 鈴子

現在、「東京薬膳研究所」代表、日中医薬研究
会会員、各種講演会等の講師、コンサルタント
を務める。
近著 『野菜の力をいかす和食薬膳レシピ』、

『からだに効く和の薬膳便利帳』

第4位 黒豆 登場回数　８回

第5位 よもぎ 登場回数　７回

第6位 生姜 登場回数　６回

第6位 菊花 登場回数　６回

第6位 栗 登場回数　６回

第9位 ねぎ 登場回数　５回

第9位 納豆 登場回数　５回

食材ベスト１０

梅
登場回数

１３回

ごま
登場回数

１０回

小豆
登場回数

９回

99回の連載の中で、多く登場した食材を調べてみました。皆さんのお好きな食べ物はどのくらいありますか。

連
載

百
回
記
念

食
命
な
り

は

鈴
子

武

の

　
二
〇
〇
一
年 

新
年
号
か
ら
連
載

が
始
ま
っ
た「
食
は
命
な
り
」。

薬
膳
研
究
家
の
武
鈴
子
先
生
が『
青

山
』が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
季

節
な
ら
で
は
の
お
勧
め
の
食
材
を
選

び
、
時
に
は
レ
シ
ピ
ま
で
紹
介
さ
れ

る
コ
ラ
ム
と
し
て
好
評
を
博
し
て
き

ま
し
た
。

　こ
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
が
今
号
で
連

載
百
回
目
を
迎
え
、幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、今
回
は

今
ま
で
に
登
場
し
た
食
材
の
ベ
ス
ト

テ
ン
を
は
じ
め
、武
先
生
と
梅
窓
院

と
の
ご
縁
な
ど
を
振
り
返
り
ま
す
。

　「
食
は
命
な
り
」は
二
十
四
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
、皆
さ
ま
へ
お
届
け
し

て
き
た
コ
ラ
ム
で
す
。

　
普
段
、何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
材

に
注
目
さ
れ
、そ
れ
を
五
味
五
性
と
い

う
特
性
に
分
類
し
て
、わ
か
り
や
す

く
、身
近
な
も
の
と
し
て
武
先
生
が
紹

介
し
て
く
れ
た「
食
は
命
な
り
」。私

た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
無
い
健
康

を
考
え
る
記
事
と
し
て
、毎
号
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
読
者
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
九
十
九
回
の
連
載
に
出
て
き

た
食
材
を
数
え
て
み
る
と
、全
部
で
約

百
十
種
類
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
す
べ

て
の
食
材
が
一
つ
ひ
と
つ
個
性
を
持
っ

て
、私
た
ち
の
身
体
の
機
能
回
復
、病

気
予
防
、そ
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
く

れ
る
大
事
な
命
の
も
と
で
す
。

　
さ
て
、そ
の
中
で
最
も
登
場
し
た
の

が
、梅
で
し
た
。梅
は
酸
味
を
代
表

し
、「
梅
は
三
毒
を
絶
つ
」と
言
わ
れ
、

日
本
の
食
卓
に
は
常
備
さ
れ
て
い
た
体

の
守
り
神
で
す
。梅
干
し
入
り
の
お
に

ぎ
り
、日
の
丸
弁
当
が
疲
労
回
復
、肥

満
防
止
、糖
尿
病
予
防
と
、ま
さ
に
日

本
人
の
健
康
を
支
え
て
き
て
く
れ
た

の
で
す
。

　
と
は
い
え
、日
の
丸
弁
当
は
す
で
に

遠
い
過
去
の
も
の
。今
の
お
弁
当
に
は

お
肉
料
理
を
中
心
に
し
た
も
の
が
多

く
な
り
、ま
た
、朝
食
は
パ
ン
、と
い
う

お
家
が
ど
れ
だ
け
増
え
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
武
先
生
は
昭
和
十
二
年
鹿
児
島
生

ま
れ
で
す
か
ら
、戦
前
戦
後
の
食
糧
不

足
の
時
代
も
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、日
本
人
の
食
の
変
化
を
目
の
当
た

り
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
大
き
な
出
来
事
が
、平
成

二
十
五
年
の
和
食
の
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
財
へ
の
登
録
で
し
た
。そ
れ
ま
で

の
東
洋
医
学
的
な
見
地
に
、和
食
と
い

う
伝
統
的
な
食
事
、四
季
折
々
な
ら
で

は
の
食
材
、地
産
地
消
と
い
う
地
域
な

ら
で
は
の
伝
統
食
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
で
、『
和
食
薬
膳
の
す
す
め
』と
い
う

著
書
の
あ
る
武
先
生
に
は
ま
さ
に
力

強
い
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

梅
窓
院
で
も
、

　
薬
膳
で
健
康
に

―
―
 

体
が
喜
ぶ
食
べ
物
、食
べ
方 ―

―

と
題
し
て
、平
成
二
十
七
年
の
秋
の
梅

窓
院
文
化
講
演
会
で
、武
先
生
に
ご

講
師
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

こ
で
は「
二
味
の
原
則
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
賢
い
食
べ
方
を
紹
介
さ
れ
、ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、『
青
山
』の
特

集
に
も
ご
登
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
食
に
つ
い

て
多
角
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
武
先

生
に
、誌
面
か
ら
で
す
が
、編
集
部
一

同
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

長
き
に
わ
た
り
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

第1位

第2位

第3位

食
養
研
究
家

武 

鈴
子

最
終
回

第
一
〇
〇
回

連
載
を
終
え
る
に
あ
た
り

武 

鈴
子

私
は
今
年
八
十
四
歳
を
迎
え
ま
し
た
。一
九
七
五

年
前
後
か
ら
薬
膳
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
約
半
世

紀
。そ
し
て
こ
の『
青
山
』で
の
連
載
が
二
〇
〇
一
年

か
ら
で
す
の
で
、約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
原
稿
を
書

か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
こ
う
し
て
長
期
に
わ
た
り
、薬
膳
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、連
載
当
初
は
今
の
よ
う
に
メ
ー
ル

で
の
原
稿
の
や
り
取
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

編
集
担
当
の
女
性
が
私
の「
原
稿
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
電
話
連
絡
を
、当
時
は
目
黒
に
あ
っ
た
私
の

研
究
所
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
。わ
ざ
わ

ざ
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
も
て
な
し
に
お
茶
を
お
出

し
し
た
の
で
す
が
、普
通
の
お
茶
で
は
な
く
、毎
回
薬

膳
の
お
茶
を
出
し
ま
し
た
。普
段
飲
ん
だ
こ
と
の
な

い
、香
や
味
に
、「
こ
れ
何
の
お
茶
で
す
か
」の
質
問
か

ら
、毎
回
薬
膳
の
話
に
花
が
咲
い
た
も
の
で
す
。

今
で
こ
そ
薬
膳
と
い
う
言
葉
は
市
民
権
を
得
て
い

ま
す
が
、ま
だ
、中
国
の
漢
方
薬
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

かっ
た
頃
で
す
の
で
、私
も
若
い
女
性
に
、い
か
に
口
に

す
る
も
の
が
大
切
か
、ど
う
い
う
食
べ
方
を
す
る
の
が

良
い
の
か
を
少
し
で
も
伝
え
た
かっ
た
の
だ
、と
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

こ
れ
は
、『
青
山
』が
百
号
を
迎
え
た
時
の
私
の
お

祝
い
の
こ
と
ば
で
す
が
、「
食
物
は
生
き
る
た
め
に
不

可
欠
な
も
の
で
す
。そ
の
う
え
何
を
食
べ
る
か
に
よっ

て
人
間
の
体
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。仏
教
用
語

に〝
身
土
不
二
〞と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。す
な
わ

ち
人
間
が
生
ま
れ
育
っ
た
風
土
と
調
和
す
る
こ
と
が

もっ
と
も
理
に
叶
っ
た
生
き
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
」私

は
社
会
に
出
て
食
の
仕
事
に
つ
き
ま
し
た
。そ

し
て
、普
段
私
た
ち
が
口
に
す
る
水
の
大
切
さ
を
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
、今
日
の
自
分
が
あ
る
と
思
って
い

ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、食
べ
物
が
体
を
作
り

ま
す
。も
ち
ろ
ん
、口
に
合
う
、合
わ
な
い
は
仕
方
の

な
い
こ
と
で
、無
理
に
食
べ
た
く
な
い
も
の
を
口
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、た
く
さ
ん
あ
る

食
材
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
、美
味
し
く
食
べ
な

が
ら
、し
か
も
命
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。そ
ん
な
日

常
の
食
を
追
い
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
想
い
が
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
伝
わ
って

い
た
ら
幸
い
こ
の
上
な
い
こ
と
で
す
。

五味五性と調和

プロフィール

先生
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グリル料理と豊富な種類のお酒を楽しむことができるダイニングバー
をご紹介いたします。中央区の勝どきに本店を構えるこちらのお店が青
山に支店を出したのが、昨年の4月という新しいお店です。

　オーナーはデザイン事業も手掛けて
おり、料理だけでなく空間も楽しんで欲
しいという思いとこだわりが詰め込まれ
た店内は、ピーコックグリーンと白を基
調として洗練された内装で、日本にいる
ことを忘れそうになるほどお洒落な雰
囲気です。

また、11階のテラス席からの眺めはとても開放的で、青山
の青空を一望できます。まさに店名のルーフトップ テラスです。
ランチセットの和牛ハンバーグセットは、非常にジュー

シーながらも、ほろほろと柔らかい食感の至極の一品。また、
濃厚で上質な味わいのフレンチトーストも超おすすめです。
カウンターの酒棚には入手困難な珍しいお酒がずらりと

並べられており、様 な々国のお酒を、様 な々国のグリル料理と一緒に楽しむことができます。季節
に応じてメニューが入れ替わるため、訪れるたびに違った味わいに出会えます。　
また、毎週木金の夜はＪＡＺＺ・ＰＯＰＳを中心としたライブ演奏を行なっており、贅沢な時間を

演出します。そして、夜のメニューはこのお店ならではのグリルで、こちらも魅力的なメニューです。
ランチや休日はご家族連れの方も訪れ、ベビーカーでの入店も可能です。
日常の喧噪から離れ、ひと味違う特別なひと時を過ごしてみてはいかがでしょうか。

青 山 散 歩 道

青山俳壇の選者、大崎紀夫先生による
俳句の会です。ご興味のある方は、下記
の番号までご連絡ください。

ウエップ編集室
電話03-5368-1870

　次回は「秋の季語」でご自由にお詠み
ください。10月10日（金）を締切り、令和
8年1月発送の『新年号』にて発表いた
します。住所、氏名をお書き添えの上、ご
応募ください。尚、選者が添削し掲載す
る場合がございますのでご了承ください。
皆さまの投句をお待ちしております。

〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
梅窓院｢青山俳壇｣投句募集係
FAX：03-3404-8436（梅窓院広報部）
メール：bunkamura@baisouin.or.jp

投句募集

｢やぶれ傘｣会員募集

◎
特
選

○
昼
下
が
り
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
猫
の
ひ
げ
 

◎
入
選

○
草
む
し
り
唯
一
無
心
に
な
れ
る
時
 

○
朝
顔
の
つ
る
の
伸
び
ゆ
く
夏
の
朝
 

○
真
夏
日
や
リ
ハ
ビ
リ
室
に
人
ま
ば
ら
 

○
梅
雨
や
ま
ず
今
日
も
一
日
猫
と
ゐ
る
 

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
か
ら
夏
服
の
孫
ぴ
よ
ん
と
降
り
 

○
笹
薮
の
日
か
げ
へ
走
る
青
蜥
蜴
 

○
夏
の
雲
迎
へ
待
つ
間
の
木
の
ベン
チ
 

○
投
稿
に「
い
い
ね
」百
付
き
梅
雨
に
入
る
 

○
サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
み
た
け
ど
浮
く
わ
た
し
 

◎
選
者
詠

○
麦
の
秋
遠
く
で
雲
が
切
れ
て
ゐ
る
 

大
崎    

紀
夫

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
〉

　歳
時
記
に
は
た
だ
季
語
だ
け
が
載
っ
て
い
て
例
句
が
一
句
の
も
の
、季
語
に
つ
い
て

の
解
説
が
あ
っ
て
例
句
が
い
く
つ
か
の
も
の
、と
か
い
ろ
い
ろ
な
歳
時
記
が
あ
り
ま
す

が
、で
き
れ
ば
、簡
単
な
解
説
で
も
つ
い
て
い
る
も
の
を
手
に
し
た
い
も
の
で
す
。例
え

ば「
麦
の
秋
」。「
麦
秋
」は
多
く
季
節
を
指
し
、「
麦
の
秋
」は
多
く
景
を
指
す
、と
い
っ

た
解
説
が
あ
る
と
ど
ち
ら
を
使
っ
た
方
が
い
い
の
か
分
か
っ
て
き
ま
す
。

選
者『
ウ
エ
ッ
プ
俳
句
通
信
』編
集
長

大
崎 

紀
夫

営業時間／11：30～15：00（L.O. 14:00）
　　　　　18：00～23：00（L.O. 22:30）
定休日／月曜日

席数／32席（室内16席・テラス16席）
住所／東京都港区北青山2-9-9 いちょうの杜11F
TEL／03-4400-4714

※最新情報は店舗まで直接お問い合わせください。

THE MIURA ROOFTOP TERRACE
ザ ミウラ ルーフトップ テラス

和牛ハンバーグセットには、
季節のスープとバターライス、
ドリンクのセットがついて満足
感たっぷりです。

参

道

★

梅窓院

青山通り

銀座線外苑前駅
3番出口ファミリーマート

至赤坂

至
渋
谷

（ザ ミウラ ルーフトップ テラス）

THE
MIURA  ROOFTOP

TERRACE

ス
タ
ジ
ア
ム
通
り

カフェ・ベローチェ

銀座線
外苑前駅
1b出口

こだわりのアンティーク家具が溢れ、日光が
差し込む抜群のロケーション。

11
階
の
テ
ラ
ス
席
。

梅
窓
院
方
面
に
広
が
る
夜
空
。

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン 

　小
林 

章
一（
こ
ば
や
し 

し
ょ
う
い
ち
）代
表
取
締
役
社
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　来年、創立70周年を迎える株式会社アルビオ
ンは日本を代表する高級化粧品会社です。戦後
直後の昭和21年3月に創業したコーセー化粧品
の創業者、小林孝三郎氏が、その10年後に高
級品時代の到来を予見して設立した高級化粧
品専門の会社で、小林章一社長はその3代目。
そして孝三郎氏の次男で、章一社長の父でもあ
る2代目の小林英夫氏が11年前に梅窓院にお
墓を作られました。その経緯などを伺います。

◆本日はお忙しい中、お時間をいただき、あり
がとうございます。
小林章一社長（以下小林）　いいえ、こちらこそ
当社まで足をお運びいただき恐縮です。
◆9月の新社屋完成まで待てずに伺ってしまい
ました。梅窓院に御尊父がお墓を建てられた
のが11年前でしたが、その経緯を伺わせてく
ださい。
小林　その頃はすでに私がアルビオンの社長で
した。ある日突然父に「お墓を見に行こう」と声を
掛けられ、急にどうしたのだと思いながら、梅窓
院に一緒に出かけました。
◆見学先を梅窓院にされた訳は何だったので
しょう。
小林　ロータリークラブのお仲間に紹介されたと
聞いたことがあります。行き先が青山と聞いて、
私もいい場所にあるなと思いました。
◆青山にゆかりがあったのでしょうか。
小林　はい。父は入院する前までは南麻布に住
んでいましたので、青山は馴染みのある街でし
た。
　そして、見学と言っていたのが、場所や広さを
見て、急に「ここにする」と即断即決されたのです。
◆驚かれましたか。
小林　ええ、父は普段は慎重派で、むしろ僕の
方が祖父に似て即断即決派だったので驚きまし
た。しかも、それまでの菩提寺は浄土真宗大谷
派でしたから、転宗することになります。まあ、両
派の根っこは同じでも大きな決断かと。本当に気
に入ったのですね。
◆梅窓院としては嬉しい限りです。そのお父様
が今年の1月にご逝去されてしまい・・・。
小林　2020年10月に倒れられ、40日間意識を失
いました。米寿でしたが、その歳で長く意識を失
うと、意識が戻っても、噛むことや飲み込むことが
難しくなり、入院生活を余儀なくされました。4年
あまり頑張りましたが、今年の1月に天寿を全うさ
れました。

◆梅窓院でご葬儀、そして四十九日法要、納骨
法要を務めさせていただきましたが、気に入ら
れたお墓に眠られたのは何よりではないかと。
小林　そうですね。満足していると思います。
　自宅の近くでもあり、私もよくお参りしています。
お墓参りで墓石を拭くのですが、雑巾が全然汚
れない。小林家の本家の墓は谷中にあるのです
が、拭いた雑巾が茶色くなってしまいます。梅窓
院さんは墓苑をいつも綺麗にされていると実感
しています。
◆それは嬉しいですね。これからも気持ちよく
お墓参りしてもらえるよう墓苑を綺麗に保って
参ります。今日はお忙しい中、大変ありがとうご
ざいました。

美容に対する想い、やりがいなど貴重なお話をしてくださった小林社長

取材で訪れたアルビオン本社にて

プロフィール
小林 章一（こばやし しょういち）代表取締役社長
1963年東京都生まれ。1986年慶應義塾大学法学部を卒業。西武
百貨店勤務。1988年にアルビオン入社。ブランドビジネスに携わる。フ
ランス勤務を経て、1991年取締役に就任。その後、マーケティング本
部長・営業本部長・常務・副社長を経て2006年6月より現職。2014
年4月より東京農業大学客員教授も務める。
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グリル料理と豊富な種類のお酒を楽しむことができるダイニングバー
をご紹介いたします。中央区の勝どきに本店を構えるこちらのお店が青
山に支店を出したのが、昨年の4月という新しいお店です。

　オーナーはデザイン事業も手掛けて
おり、料理だけでなく空間も楽しんで欲
しいという思いとこだわりが詰め込まれ
た店内は、ピーコックグリーンと白を基
調として洗練された内装で、日本にいる
ことを忘れそうになるほどお洒落な雰
囲気です。

また、11階のテラス席からの眺めはとても開放的で、青山
の青空を一望できます。まさに店名のルーフトップ テラスです。
ランチセットの和牛ハンバーグセットは、非常にジュー
シーながらも、ほろほろと柔らかい食感の至極の一品。また、
濃厚で上質な味わいのフレンチトーストも超おすすめです。
カウンターの酒棚には入手困難な珍しいお酒がずらりと
並べられており、様 な々国のお酒を、様 な々国のグリル料理と一緒に楽しむことができます。季節
に応じてメニューが入れ替わるため、訪れるたびに違った味わいに出会えます。　
また、毎週木金の夜はＪＡＺＺ・ＰＯＰＳを中心としたライブ演奏を行なっており、贅沢な時間を
演出します。そして、夜のメニューはこのお店ならではのグリルで、こちらも魅力的なメニューです。
ランチや休日はご家族連れの方も訪れ、ベビーカーでの入店も可能です。
日常の喧噪から離れ、ひと味違う特別なひと時を過ごしてみてはいかがでしょうか。

青 山 散 歩 道

青山俳壇の選者、大崎紀夫先生による
俳句の会です。ご興味のある方は、下記
の番号までご連絡ください。

ウエップ編集室
電話03-5368-1870

　次回は「秋の季語」でご自由にお詠み
ください。10月10日（金）を締切り、令和
8年1月発送の『新年号』にて発表いた
します。住所、氏名をお書き添えの上、ご
応募ください。尚、選者が添削し掲載す
る場合がございますのでご了承ください。
皆さまの投句をお待ちしております。

〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
梅窓院｢青山俳壇｣投句募集係
FAX：03-3404-8436（梅窓院広報部）
メール：bunkamura@baisouin.or.jp

投句募集

｢やぶれ傘｣会員募集

◎
特
選

○
昼
下
が
り
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
猫
の
ひ
げ
 

◎
入
選

○
草
む
し
り
唯
一
無
心
に
な
れ
る
時
 

○
朝
顔
の
つ
る
の
伸
び
ゆ
く
夏
の
朝
 

○
真
夏
日
や
リ
ハ
ビ
リ
室
に
人
ま
ば
ら
 

○
梅
雨
や
ま
ず
今
日
も
一
日
猫
と
ゐ
る
 

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
か
ら
夏
服
の
孫
ぴ
よ
ん
と
降
り
 

○
笹
薮
の
日
か
げ
へ
走
る
青
蜥
蜴
 

○
夏
の
雲
迎
へ
待
つ
間
の
木
の
ベン
チ
 

○
投
稿
に「
い
い
ね
」百
付
き
梅
雨
に
入
る
 

○
サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
み
た
け
ど
浮
く
わ
た
し
 

◎
選
者
詠

○
麦
の
秋
遠
く
で
雲
が
切
れ
て
ゐ
る
 

大
崎    

紀
夫

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
〉

　歳
時
記
に
は
た
だ
季
語
だ
け
が
載
っ
て
い
て
例
句
が
一
句
の
も
の
、季
語
に
つ
い
て

の
解
説
が
あ
っ
て
例
句
が
い
く
つ
か
の
も
の
、と
か
い
ろ
い
ろ
な
歳
時
記
が
あ
り
ま
す

が
、で
き
れ
ば
、簡
単
な
解
説
で
も
つ
い
て
い
る
も
の
を
手
に
し
た
い
も
の
で
す
。例
え

ば「
麦
の
秋
」。「
麦
秋
」は
多
く
季
節
を
指
し
、「
麦
の
秋
」は
多
く
景
を
指
す
、と
い
っ

た
解
説
が
あ
る
と
ど
ち
ら
を
使
っ
た
方
が
い
い
の
か
分
か
っ
て
き
ま
す
。

選
者『
ウ
エ
ッ
プ
俳
句
通
信
』編
集
長

大
崎 

紀
夫

営業時間／11：30～15：00（L.O. 14:00）
　　　　　18：00～23：00（L.O. 22:30）
定休日／月曜日

席数／32席（室内16席・テラス16席）
住所／東京都港区北青山2-9-9 いちょうの杜11F
TEL／03-4400-4714

※最新情報は店舗まで直接お問い合わせください。

THE MIURA ROOFTOP TERRACE
ザ ミウラ ルーフトップ テラス

和牛ハンバーグセットには、
季節のスープとバターライス、
ドリンクのセットがついて満足
感たっぷりです。

参

道

★

梅窓院

青山通り

銀座線外苑前駅
3番出口ファミリーマート

至赤坂

至
渋
谷

（ザ ミウラ ルーフトップ テラス）

THE
MIURA  ROOFTOP

TERRACE

ス
タ
ジ
ア
ム
通
り

カフェ・ベローチェ

銀座線
外苑前駅
1b出口

こだわりのアンティーク家具が溢れ、日光が
差し込む抜群のロケーション。

11
階
の
テ
ラ
ス
席
。

梅
窓
院
方
面
に
広
が
る
夜
空
。

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン 

　小
林 

章
一（
こ
ば
や
し 

し
ょ
う
い
ち
）代
表
取
締
役
社
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　来年、創立70周年を迎える株式会社アルビオ
ンは日本を代表する高級化粧品会社です。戦後
直後の昭和21年3月に創業したコーセー化粧品
の創業者、小林孝三郎氏が、その10年後に高
級品時代の到来を予見して設立した高級化粧
品専門の会社で、小林章一社長はその3代目。
そして孝三郎氏の次男で、章一社長の父でもあ
る2代目の小林英夫氏が11年前に梅窓院にお
墓を作られました。その経緯などを伺います。

◆本日はお忙しい中、お時間をいただき、あり
がとうございます。
小林章一社長（以下小林）　いいえ、こちらこそ
当社まで足をお運びいただき恐縮です。
◆9月の新社屋完成まで待てずに伺ってしまい
ました。梅窓院に御尊父がお墓を建てられた
のが11年前でしたが、その経緯を伺わせてく
ださい。
小林　その頃はすでに私がアルビオンの社長で
した。ある日突然父に「お墓を見に行こう」と声を
掛けられ、急にどうしたのだと思いながら、梅窓
院に一緒に出かけました。
◆見学先を梅窓院にされた訳は何だったので
しょう。
小林　ロータリークラブのお仲間に紹介されたと
聞いたことがあります。行き先が青山と聞いて、
私もいい場所にあるなと思いました。
◆青山にゆかりがあったのでしょうか。
小林　はい。父は入院する前までは南麻布に住
んでいましたので、青山は馴染みのある街でし
た。
　そして、見学と言っていたのが、場所や広さを
見て、急に「ここにする」と即断即決されたのです。
◆驚かれましたか。
小林　ええ、父は普段は慎重派で、むしろ僕の
方が祖父に似て即断即決派だったので驚きまし
た。しかも、それまでの菩提寺は浄土真宗大谷
派でしたから、転宗することになります。まあ、両
派の根っこは同じでも大きな決断かと。本当に気
に入ったのですね。
◆梅窓院としては嬉しい限りです。そのお父様
が今年の1月にご逝去されてしまい・・・。
小林　2020年10月に倒れられ、40日間意識を失
いました。米寿でしたが、その歳で長く意識を失
うと、意識が戻っても、噛むことや飲み込むことが
難しくなり、入院生活を余儀なくされました。4年
あまり頑張りましたが、今年の1月に天寿を全うさ
れました。

◆梅窓院でご葬儀、そして四十九日法要、納骨
法要を務めさせていただきましたが、気に入ら
れたお墓に眠られたのは何よりではないかと。
小林　そうですね。満足していると思います。
　自宅の近くでもあり、私もよくお参りしています。
お墓参りで墓石を拭くのですが、雑巾が全然汚
れない。小林家の本家の墓は谷中にあるのです
が、拭いた雑巾が茶色くなってしまいます。梅窓
院さんは墓苑をいつも綺麗にされていると実感
しています。
◆それは嬉しいですね。これからも気持ちよく
お墓参りしてもらえるよう墓苑を綺麗に保って
参ります。今日はお忙しい中、大変ありがとうご
ざいました。

美容に対する想い、やりがいなど貴重なお話をしてくださった小林社長

取材で訪れたアルビオン本社にて

プロフィール
小林 章一（こばやし しょういち）代表取締役社長
1963年東京都生まれ。1986年慶應義塾大学法学部を卒業。西武
百貨店勤務。1988年にアルビオン入社。ブランドビジネスに携わる。フ
ランス勤務を経て、1991年取締役に就任。その後、マーケティング本
部長・営業本部長・常務・副社長を経て2006年6月より現職。2014
年4月より東京農業大学客員教授も務める。
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会
計
報
告
を
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。ご
確
認
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■護寺費・年会費・墓地管理費

（単位：千円）
収入の部 支出の部

護寺費・年会費として

墓地管理費として

梅窓院からの繰入金

浄土宗課金及び大本山宛志納金
法要費(仏具・法衣・線香など）
保守修繕費（建物）
保守修繕費（墓苑・境内）
人件費
事務費(郵送費・コピーなど）

117,827

29,553

158,215

305,595

3,189
18,281
27,227
158,904
92,300
5,694

305,595合　計合　計

梅
窓
院
よ
り
会
計
の
ご
報
告

自　令和  6年4月 1 日
至　令和  7年3月31 日

梅窓院からの繰入金合計：760,396
（令和2年4月1日～令和7年3月31日）

暑さ寒さも彼岸までという言葉が遠く感じられるようになりました。これを読んで
おられる時はまだ夏真っ盛りですよね。
ところで最近の結婚式などで新郎新婦の子供の時の写真やビデオが流れて会
場が「若～い！可愛い！」と盛り上がります。今はご葬儀の際にも故人様の結婚式や
家族旅行の写真などを飾られていることが増えたように感じます。以前、お檀家様
に「森さんは知らないだろうけれども私だって昔は可愛い嫁だって言われたことあ
るのよ」。その写真を見たのはその方のお通夜の時でした。「可愛いって言っている
のは本人だけですよ」などと悪態をついたのが申し訳ないくらい可愛いお写真でし
た。ご存命の時に見せていただきたかったな、とちょっと悔やんでおります。
結婚式に披露する場合は時間にゆとりがありますが準備期間の短いご葬儀の
際は皆さんどうされているのでしょう？私もちょっとアルバムなど整理しておきたく
なりました。見たい人とかいるでしょうか？ （墓苑事業部：森）

ジャパンエキスパートシステム 墓苑事業部からのお知らせ
梅窓院のお墓とペット供養の窓口

お檀家さんに伺いました

施餓鬼会法要には小さい頃から毎年訪れており、梅窓院には毎月足を
運んでいます。うちは三代目になりますが、初代が増上寺と梅窓院の間
で迷った末、梅窓院を選ばれたことが梅窓院の檀家になったご縁です。
ここはアクセスも良く、竹や桜がとても綺麗で魅力を感じています。昔は
茶室もあって、いい意味でお墓っぽくない雰囲気がありますよね。
「お願いごとは観音様が叶えてくれる」というご僧侶のお言葉がありまし
たので、お参りの度に観音様に手を合わせてお願いごとをするのが恒
例です。これからも変わらず、ご先祖様に会いに梅窓院に足を運びたい
と思います。

令和7年　施餓鬼会法要にて

行事予定

秋彼岸会法要

9月23日（火・祝）
寄席　午後1時～　祖師堂
法要　午後2時～　祖師堂
※詳しくは3面をご覧ください。

第18回文化講演会

11月30日（日）
テーマ：自分らしく輝ける未来
　　　- 仏教と見つける“わたし色„ -
講師：アーティスト／僧侶　

西村宏堂上人
※詳しくは別紙チラシをご覧ください。

十夜法要

11月15日（土）

第90回 念仏と法話の会

10月10日（金）
13時（受付開始12時30分）観音堂
法話：お寺が地域とできること
講師：秋田県横手市 九品寺住職
　　 津村侑弥上人
※詳しくは別紙チラシをご覧ください。

M･ファン・デン・フック
メモリアルコンサート

10月23日（木）

※イベントに関するお問合せ・お申し
込みは主催者様へ直接ご連絡くだ
さいますようお願いいたします。檀
信徒の方は特別料金2,500円での
ご案内となります。チケットお申し込
みの際、「梅窓院の檀信徒であるこ
と」をお伝えいただけましたら檀信
徒料金が適用されます！

※本イベントは自由席となっておりま
す。

※コンサートの詳細につきましては別
紙チラシをご覧ください。

梅窓院からのお知らせ

『毎月お参りに来ています』

6月6日（金）

「アジア発展地区支援第36回（令和7年度）
水月会贈呈式」が行われました。

凛と立ち、秋を染める彼岸花

 

今
年
も
は
や
秋
彼
岸
を
迎
え
る
頃
と
な

り
ま
し
た
。空
梅
雨
に
猛
暑
と
温
暖
化
に

よ
る
気
候
変
動
が
続
い
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
お
忘
れ
な
く
、毎
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、去
る
六
月
初
旬
、私
が
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
水
月
会
、宗
派
を
超
え
た
お
坊
さ
ん
を
中
心
と
し
た

支
援
団
体
で
す
が
、毎
年
恒
例
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。発
足
当
時
か
ら

東
南
ア
ジ
ア
で
の
学
校
建
設
や
教
育
支
援
活
動
を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
支
援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。ま
た
、今
年
は
日
本
国

内
の
身
体
的
障
害
者
、中
で
も
車
椅
子
の
方
の
外
出
を
看
護
さ
れ
る
方
々
の
支

援
も
始
め
ま
し
た
。仏
教
の
基
本
精
神
で
あ
る
自
利
利
他
を
実
践
し
て
い
る
団

体
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

翌
週
に
は
開
山
忌
を
厳
修
し
ま
し
た
。梅
窓
院
の
開
山
上
人
への
報
恩
謝
徳

法
要
で
す
が
、参
拝
者
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
か
ら
は
皆
さ
ま
へ

の
ご
案
内
を
控
え
、内
々
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

六
月
二
十
日
に
は
郡
上
お
ど
り
in
青
山
法
要
を
厳
修
し
、式
中
に
梅
窓
院
の

開
基
で
あ
る
青
山
家
の
次
期
当
主
を
指
名
す
る
儀
式
が
行
わ
れ
、奉
告
文
を
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。次
期
当
主
の
青
山
幸
紀
公
は
青
山
幸
喜
公
の
弟
に
当
た
る
方

で
、郡
上
八
幡
に
在
住
さ
れ
て
い
ま
す
。当
主
継
承
に
つ
い
て
は『
青
山
』の
特
集

ペー
ジ
で
詳
し
く
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

チ
ラ
シ
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、十
月
二
十
三
日（
木
）に
、M・

フ
ァ
ン・デ
ン・フ
ッ
ク
さ
ん
の
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
梅
窓
院
祖
師
堂
で
開

催
い
た
し
ま
す
。メ
モ
リ
ア
ル
と
付
き
ま
す
よ
う
に
フ
ッ
ク
さ
ん
は
、三
年
前
、コ

ロ
ナ
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
梅
窓
院
で
毎
年
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ

れ
て
お
り
、そ
の
力
強
い
ピ
アノ
演
奏
に
魅
了
さ
れ
た
檀
信
徒
さ
ん
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
の
フ
ッ
ク
さ
ん
の
追
悼
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

檀
信
徒
料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
八
面
と
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ

き
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、墓
苑
参
道
の
舗
装
工
事
の
目
処
が
よ
う
や
く
立
ち
ま

し
た
。来
年
、令
和
八
年
の
春
ま
で
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。長
い
間
ご
不
便

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、今
し
ば
ら
く
ご
辛
抱
く
だ
さ
い
。

   

梅
窓
院
第
二
十
五
世
　中
島 

真
成

住
職
挨
拶
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